
異分野・異業種研究交流会2022

Study of indoor noise reduction under acoustic and vibration 
coupling and application to origami cores

発表者自己紹介

GISによる古地図上の街路幅員に関する研究で学士を得て街並みの歴史的イメージ分析
に関する研究で修士号を得たのち民間企業でSEとして勤務、子育て専念期間を経て、特
許庁非常勤職員として復職.
2016年度より明治大学萩原研究室にて、折紙構造の工学的な応用研究（2枚貼り折りの
アルミ缶適用、折り畳み果物輸送箱、衝撃解析、振動・音響等）に取り組んでいる

室内騒音特性は商品性に大きな影響を与えるため、モード解析始めそれを利用した区分モード合成
法など多様な技術が多くのリソースが注がれて検討開発されてきた
しかし設計段階で使用される騒音低減技術は、問題となる周波数範囲での乗員耳位置の騒音レベル
積分値の最小化の１パターンである。どの部分を補強すべきかの結果が得られてもなぜそうなった
かの因果は不明である
それに対し新たに開発した共振周波数のひずみ・運動エネルギー密度分布の情報からの対策は因果
が分かり、しかもこれまで以上に優れた結果が得られることを示す

振動・音響連成下の室内騒音低減検討と折紙コアへの応用
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最適化計算

反復数:143回
計算時間(Laptop):9h59min21s
問題点:最適解の探索が初期値周辺

最適化条件

目的関数：耳位置における50~60Hz音圧積分値
制御変数：4枚の板厚
拘束条件：板厚下限0.3mm、上限4mm
重量拘束2mmの90%以下

目的関数の最小化を図る

音圧計測点

加振点






